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今
月
の
表
紙
▼

　
７
月
23
日
（
土
）
24
日
（
日
）
に
開

催
さ
れ
た
「
第
６
回
高
校
生
の
神
楽
甲

子
園

　
ひ
ろ
し
ま
安
芸
高
田
」
で
演
目

を
披
露
し
た
出
場
校
で
す
。
運
営
参
加

校
と
し
て
西
城
紫
水
高
等
学
校
も
参
加

し
、
計
16
校
の
高
校
が
集
結
し
ま
し
た
。

①
吉
田
高
等
学
校

②
日
野
高
等
学
校
（
鳥
取
）

③
広
島
新
庄
高
等
学
校

④
千
代
田
高
等
学
校

⑤
江
津
高
等
学
校
（
島
根
）

⑥
加
計
高
等
学
校
芸
北
分
校

⑦
矢
上
高
等
学
校
（
島
根
）

⑧
葛
巻
高
等
学
校
（
岩
手
）

⑨
伊
保
内
高
等
学
校
（
岩
手
）

⑩
高
千
穂
高
等
学
校
（
宮
崎
）

⑪
浜
田
商
業
高
等
学
校
（
島
根
）

⑫
檮
原
高
等
学
校
（
高
知
）

⑬
遠
江
総
合
高
等
学
校
（
静
岡
）

⑭
可
部
高
等
学
校

⑮
浜
田
養
護
学
校
（
島
根
）

　
　安
芸
高
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館

      

　
　
　
　学
芸
員

　秋
本
哲
治

シ
リ
ー
ズ「
お
城
拝
見
！
」 

第
七
十
回

立
地
：
向
原
町
の
南
、保
垣
と
有
留
の
分
岐
点
に
突
き
出
し
た
細
く
長
い
丘
陵
上
に
あ
り
ま
す
。坂
・

長
田
方
面
か
ら
進
む
と
狭
い
谷
が
開
け
る
地
点
で
あ
り
、交
通
の
要
所
と
い
え
ま
す
。ま
た
、

高
さ
は
30
ｍ
程
度
で
す
が
、城
の
東
西
に
川
が
流
れ
、天
然
の
堀
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
：
江
戸
時
代
の
地
誌
類
で
は
、城
名
は
あ
る
も
の
の
城
主
は
不
明
と
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
保

垣
は
、少
な
く
と
も
毛
利
元
就
の
父
弘
元
の
時
代
か
ら
防
長
移
封
ま
で
毛
利
氏
に
仕
え
た
羽

仁
氏（
保
垣
氏
と
も
）の
領
地
で
あ
っ
た
た
め
、羽
仁
氏
の
城
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

城
跡
： 

全
長
南
北
約
１
５
０
ｍ
、東
西
30
ｍ
の
城
域
で
、北
側
を
向
い
て
い
ま
す
。頂
部
に
Ｌ
字
型
の

石
塁
を
備
え
た
郭
Ａ
と
そ
の
北
側
一
段
下
の
郭
Ｂ
が
中
心
で
す
が
、そ
の
南
に
更
に
高
い
郭

Ｃ
を
今
回
の
調
査
で
確
認
し
ま
し
た
。そ
し
て
城
の
正
面
入
口
に
は
２
重
堀
切
、Ａ
の
南
側
背

後
に
も
２
重
堀
切
、さ
ら
に
Ｃ
の
南
側
に
も
堀
切
と
、計
５
本
の
堀
切
を
備
え
て
い
ま
す
。特

に
Ａ
の
南
の
堀
切
は
非
常
に
鋭
い
崖
の
よ
う
な
斜
面
で
圧
巻
で
す
。ま
た
、Ｂ
や
そ
の
北
側
の

土
橋
に
か
け
て
、粒
は
小
さ
い
な
が
ら
も
石
積
が
非
常
に
よ
く
残
り
ま
す
。

考
察
：
大
規
模
な
城
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、狭
い
尾
根
上
を
堀
切
で
区
画
し
、頂
部
に
土
塁
を
設
け
、

さ
ら
に
石
積
を
構
築
す
る
手
法
が
五
龍
城
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。ま
た
土
橋
で
の
石
積
の
使

用
は
市
内
で
は
他
に
例
が
な
く
、16
世
紀
後
半
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

防
御
に
も
居
住
に
も
対
応
可
能
な
城
と
思
わ
れ
、今
後
再
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

安
芸
高
田
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史
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碇
崎
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い
か
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さ
き

じ
ょ
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標
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比
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未
指
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築
城
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所
要
時
間
／
北
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車
道
か
ら
５
分

　
過
去
に
調
査
さ
れ
た
城
跡
で
も
、実

際
に
現
地
に
行
く
と
新
た
な
発
見
が
あ

る
も
の
で
す
。今
回
は
全
く
見
方
が
変

わ
る
ほ
ど
驚
き
の
連
続
で
し
た
。｢

百
聞

は
一
見
に
如
か
ず｣

で
す
ね
。

う
ね
じ
ょ
う
た
て
ぼ
り
ぐ
ん

ま
さ
は
る

は

に

碇崎城略測図（作図　秋本哲治）

碇崎城遠望（西側より撮影） 周辺位置図

通路から土橋に残る石積（北側より撮影）
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～安芸高田市に“住んでくれる人”を応援します～
■安芸高田市移住定住施策の概要
　安芸高田市は、平成36年の定住人口27,500人を目指し、移住定住施策に取組んでいます。移住定住施策は、「働く」「住 む」「産み育てる」の３つの分野を中心に、市民の皆さんやＵＩターン希望者のニーズを反映しながら、新たな支援策や
これまでの制度の拡充を図っています。
■移住、定住の取り組みが必要な理由
　日本全体が人口減少社会に入った中で、安芸高田市においては1975年（昭和50年）以降、人口減少が続いています。 また、同時に、過疎化の進行、少子高齢化の進展、経済規模の縮小による地域活力の低下等の社会情勢の変化から、人口
減少に歯止めがかかっていないのが実情です。
　今後、安芸高田市が持続可能な状態を維持していくためには、人口減少の歯止め対策、少子高齢化対策の推進が必要不 可欠となっています。
　このため、就職等による市外への流出防止や一度市外に出た地元出身者や安芸高田市外からの移住者を迎え入れる就職 支援制度をはじめ、移住定住後の子育て支援、教育環境の充実支援など、「働く場」「住む場」「産み育てる場」を中心と
した支援策により、人口減少や少子化の抑制、労働力の確保に繋げ、持続可能な安芸高田市を目指していくものです。

不妊治療費助成（保健医療課☎42-5633）
　不妊治療1回あたり指定医療機関で行った特定不妊治療に要した費用に対して、
広島県の特定不妊治療費助成額を除いた費用の全額を助成します。

ブックスタート事業（生涯学習課☎42-0054）
　絵本を含むブックスタートパック（絵本1冊、赤ちゃんおすすめ本リスト等）を乳児健診等の機会
を利用し、「赤ちゃんと絵本を楽しむ体験」とともにプレゼントします。

子育て応援券の発行（子育て支援課☎47-1283）
　平成28年10月1日以降に生まれた子供がいる家庭及び安芸高田市に転入した際に3歳未満の子供が
いる家庭を対象に、子育て支援サービスを利用できる「子育て応援券」を配布します。

保育料の減免（子育て支援課☎47-1283）
　18歳以下の兄弟姉妹の第3子目以降の保育料又は幼稚園の保育料の無料化、平成28年4月1日から
は第2子の半額を実施します。

地域未来塾（生涯学習課☎42-0054）
　経済的な理由や家庭の事情により、家庭での学習が困難な小学生をはじめ、学習が遅れがちな小学
生を対象に、無料の公営塾を開設します。

乳幼児医療費公費負担事業の自己負担無料化（保健医療課☎42-5633）
　子育て世帯の公費負担額を拡大し、子育て世帯の負担軽減を図ります。

結婚縁結び事業（結婚相談窓口☎42-1126）
　「結婚に関する相談」や「結婚希望者の紹介活動」を通じて、結婚希望者同士の出会いの
場を提供し、出会いから結婚まで支援します。これまで30組が成立（H21～H28）

※ 紹介した支援策等については、主なものを掲載しています。その他の支援策等については、市ホームページ内の定住ガ
イドブックをご覧ください。また、定住ガイドブックは本庁（総合窓口課又は政策企画課）及び支所において配布して
いますので、お気軽にお問い合わせください。　今年度からの新しい支援メニューです。

～安芸高田市に“住んでくれる人”を応援します～

「産み、育てる場」の支援

産
ま
れ
て
か
ら
成
人
に
な
る
ま
で
、
き
め
細
か
い
支
援
が
充
実

安芸高田市で産まれてから成人になるまでサポートします

新

新

新

新
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安芸高田市の定住施策の主な取組み
■安芸高田市移住定住施策の概要
　安芸高田市は、平成36年の定住人口27,500人を目指し、移住定住施策に取組んでいます。移住定住施策は、「働く」「住 む」「産み育てる」の３つの分野を中心に、市民の皆さんやＵＩターン希望者のニーズを反映しながら、新たな支援策や
これまでの制度の拡充を図っています。
■移住、定住の取り組みが必要な理由
　日本全体が人口減少社会に入った中で、安芸高田市においては1975年（昭和50年）以降、人口減少が続いています。 また、同時に、過疎化の進行、少子高齢化の進展、経済規模の縮小による地域活力の低下等の社会情勢の変化から、人口
減少に歯止めがかかっていないのが実情です。
　今後、安芸高田市が持続可能な状態を維持していくためには、人口減少の歯止め対策、少子高齢化対策の推進が必要不 可欠となっています。
　このため、就職等による市外への流出防止や一度市外に出た地元出身者や安芸高田市外からの移住者を迎え入れる就職 支援制度をはじめ、移住定住後の子育て支援、教育環境の充実支援など、「働く場」「住む場」「産み育てる場」を中心と
した支援策により、人口減少や少子化の抑制、労働力の確保に繋げ、持続可能な安芸高田市を目指していくものです。

サテライトオフィス等誘致事業補助金（商工観光課☎47-4024）
　市内の空き家、空き公共施設、空き店舗等を活用し、拠点整備を行った企業で従業員を3名
以上雇用する場合に支援します。
　【助成内容】建物改修費、設備費、物件賃借料、光回線接続工事費、通信使用料等
　　
起業支援事業補助金（商工観光課☎47-4024）
　市内に住所を有し、市内で開業する者、又は市内に本社を有する小規模事業者が市内の空き家、空き公共施
設、空き店舗等を活用し、起業又は新分野での事業展開を行った場合に支援します。
　【助成内容】建物改修費、設備費、物件賃借料、光回線接続工事費、通信使用料等

青年就農給付金事業（地域営農課☎47-4021）
　18歳以上45歳未満の新規就農者確保のため、最長5年間、経営開始後に青年就農給付金を交付します。
　【助成内容】給付期間1年につき上限150万円　※所得に応じて給付額が変わります。

移住・定住のための働く場の
確保をサポートします「働く場」の支援

空き家情報バンク（住宅政策課☎47-1202）
　安芸高田市内の空き家の利活用を図るため、「空き家情報バンク制度」を実施しています。
空き家の貸し手と借り手、売り手と買い手をマッチングする仕組みで、空き家物件をホームペー
ジに掲載し、情報提供を行っています。

空き家購入補助金（住宅政策課☎47-1202）
　空き家を購入して入居する、婚活世帯、市外からの転入者世帯（65歳以下及び子育て世帯）及び市内在住
の子育て世帯に対して補助金を交付します。（上限25万円）

子育て婚活住宅新築等補助金（住宅政策課☎47-1202）
　安芸高田市への定住を目的とする子育て世帯等が、市内業者を活用し住居を新築・購入した場合に、条件ご
とに最大で50万円の補助金を交付します。

空き家改修・空き家解体事業補助金（住宅政策課☎47-1202）
　空き家利用希望登録をした市外の方が空き家情報バンクに登録されている空き家の売買・賃貸借の契約を締
結し、市内の事業者を利用して改修する場合（最大で100万円）、また、市内にある空き家を解体する場合（上
限30万円）に補助金を交付します。
☆ 市外に5年以上住んでいる空き家所有者が、Uターンされる場合は、空き家情報バンク制度利用者でなくて

も対象

豊かな自然環境での暮らしを
サポートします「住む場」の支援

新

新

新

新
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第 6回高校生の神楽甲子園

▲広島新庄高等学校
郷土芸能同好会として、昭和

46年に発足し、46年目を迎え

る。現在、約 10名の部員。

▲岩手県立伊保内高等学校

平成 15年に岩手県高等学校総

合文化祭に「江刺家神楽」で

初出場の後、郷土芸能委員会

を結成。現在、委員は 25名。

▲鳥取県立日野高等学校
平成7年に地域の方から後押しされ郷

土芸能部を結成。地元に残る荒神神

楽を継承するために、多くの方々の支

援のもと活動を続ける。13名が出演。

▲高知県立檮原高等学校
梼原ディスカバリークラブは、

昭和 48 年にふるさとの再発見

を目的に発足。津野山神楽保存

会の指導のもと、現在の部員数

は 28名。

▲島根県立矢上高等学校
神楽をしたい！という有志が集

まり、現在 13 人で活動。各々

の部活動があるなか、短い練習

時間を使い、一生懸命練習。

▲静岡県立遠江総合高等学校
郷土芸能部は、周智郡森町に 1200

年以上受け継がれ、国の重要無形

文化財に指定されている天宮神社

十二段舞楽の継承と、伝統文化の

担い手の育成を目的に発足。部員

は総勢 18人。

夏の熱さがそこにはあった！！
７月２３日（土）・２４日（日）の２日間、神楽ドームで全国の高校生による熱い ”舞 ” に、

述べ 3,000 人を超える観客は魅了され、感動に涙しました。

4広報あきたかた／ 2016.9

▲千代田高等学校
神楽愛好会としての活動は、平成

3年に始まり今年で 26年目を迎え

る。部員数は現在 14名、部員の多

くは北広島町や安芸高田市の神楽

団に所属する。

▲島根県立浜田商業高等学校
県で郷土芸能部門の文化推進校に

指定され、平成 17 年度から部活

動を開始し今年で 12 年目を迎え

る。部員数は 21名。

▲宮崎県立高千穂高等学校
「大道を歩む」の教訓のもと、来

年度には 100 周年を迎える伝統

校。神楽保存会は学校祭で神楽

を奉納したり、他校の生徒会行

事や町のイベントなどで披露。5

名が出演。

▲吉田高等学校
神楽部は創部 17 年目を迎え、現

在 3年生 4人、2年生 8人、1年

生 4人の計 16 人で活動する。安

芸高田市には二十二の神楽団があ

り、部員はそれぞれの地域の神楽

団に所属する。

▲島根県立江津高等学校
岩見神楽愛好会を結成し、学園祭

だけでなく地域での行事等に積極

的に参加し神楽を披露する。活動

が認められ、２年前から島根県西

部県民センター「地域系部活動設

置促進事業」によりチーム江津地

域活性部の中の一つとして活動す

る。現在部員は総勢 11名。

▲島根県立浜田養護学校
神楽部は、平成 10 年 11 月の創

立 20 周年記念式典の折、有志で

舞ったことをきっかけに同好会と

してスタートした。神楽が好きな

中学部、高等部の生徒たちが集ま

り、地元金城町の「下来原西組社中」

の方の指導の協力を得て、部員数

24名で練習に励む。

▲岩手県立葛巻高等学校

郷土芸能部は、地元の祭礼やイベ

ント出演ほか、各種大会にも出場

している。神楽甲子園では、毎回

観客の多さと熱心さに圧倒され、

昨年からの広島岩手県人会の応援

に感激した。15名が出演。

▲可部高等学校
神楽部は平成 23 年に同好会とし

て発足し、翌年には部に昇格した。

現在、1年生 3名、2年生 3名、3

年生 5 名の計 11 名で、平日の放

課後 18時まで、みんなで楽しく技

術を磨く。

▲加計高等学校芸北分校
神楽部は、昭和 45 年に当時の 3

年生部員が「神楽を上演したい」

と地元の神楽団に指導を懇願し

実現したことが創部の始まり。以

来、今年で 45年目を迎え、現在

の部員は 19名。
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甲立古墳国史跡指定記念事業

シンポジウム

国史跡甲立古墳

平成 28 年 9 月 17 日 （土）
午後１時 30 分～午後 4 時 35 分 （開場 午後０時 30 分） 【入場無料】

安芸高田市民文化センター ・ 文化ホール

プログラム

13:30　  　開会

13:40 ～　基調講演

14:20 ～　パネリストコメント （前半）

15:10 ～　パネリストコメント （後半）

15:40 ～　パネルディスカッション

16:35      閉会

日時

会場

お問い合わせ先 安芸高田市教育委員会　生涯学習課
☎ 42-0054

第一線の研究者たちが語る
　　　　　　　　　　　　　　　　甲立古墳の実像

山梨県立考古博物館原図を転用

甲立古墳出土家形埴輪

4 世
紀末
って
どん
な時
代？どうしてこの地に造られた？

埴輪を並べてなにをした？
研究者から見た甲立古墳のスゴさとは？

今
後
の
保
存
整
備
は
？

パネリスト
福永   伸哉氏       （大阪大学大学院文学部文学研究科 教授）
高橋   克壽氏       （花園大学文学部文化遺産学科 教授）
禰　田佳男氏       （文化庁記念物課 主任文化財調査官）
沖田健太郎氏       （安芸高田市教育委員会）

基調講演

脇坂   光彦氏       （元 （財） 広島県埋蔵文化財調査センター調査研究課長）

コーディネーター

古瀬   清秀氏       （広島大学　名誉教授）
京セラコミュニケーションシステムのみなさん

 １．宮崎県特産品「宮崎地鶏」　 　　   ２．宮崎県物販の様子
 ３．岩手県特産品「三陸ワカメ」　　    ４．岩手県人会の皆様 

神
楽
甲
子
園
に

　
　
　
関
わ
る
人
々
の

１

　
　
ご
当
地
自
慢
物

産
展
が
あ
り
ま
し
た

初　
神
楽
甲
子
園
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
岩
手
・

宮
崎
両
県
人
会
が
ご
当
地
の
物
販
を
販
売
す

る
コ
ー
ナ
ー
を
初
め
て
設
け
ま
し
た
。

　
宮
崎
県
人
会
に
よ
る
「
宮
崎
地
鶏
炭
火
焼

き
」
２
５
０
食
ほ
か
、
岩
手
県
人
会
に
よ
る

「
三
陸
ワ
カ
メ
」
2
０
０
個
が
販
売
さ
れ
、

２
日
間
で
完
売
し
ま
し
た
。

　
宮
崎
県
人
会
の
濵
岡
事
務
局
長
は
、「
一

生
懸
命
神
楽
を
舞
う
高
校
生
た
ち
に
深
く
感

銘
を
受
け
た
。
こ
の
舞
台
で
の
経
験
を
自
分

の
人
生
の
糧
に
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
物
産

展
は
予
想
以
上
に
大
繁
盛
だ
っ
た
。
来
年
も

ぜ
ひ
物
産
展
に
出
展
し
た
い
。」
と
語
ら
れ

ま
し
た
。

　この度初めて神楽甲子園に参加させ

ていただきました。実際にドームの舞

台で神楽を演じ、緊張しながらも会場

の観客の歓声に励まされ、演じきるこ

とができました。民泊では多くの方々

にやさしくしてもらい、感謝の気持ち

でいっぱいです。

◁
岩
手
県
伊
保
内
高
校

顧
問

　
　石
川
千
枝
先
生

主
将

　
　
　林
大
地
さ
ん

密
着
取
材
！

◁
民
泊
受
け
入
れ
者

佐
々
木
忠
則
さ
ん

　
　
　（美
土
里
町
北
地
区
）

　神楽甲子園の民泊受け入れは今年で

2 回目です。民泊に来た生徒達は自分

の夢や目標を語ってくれます。これか

らも積極的に多くの高校生の民泊を受

け入れていきたいと思います。

西城紫水高校の生徒さんは運営

スタッフとして参加されま

した。会場準備や場内イ

ンタビューなど影で

神楽甲子園を支え

てくれました。西

城紫水高校のみな

さんに感謝します。

大会を支えた西城紫水高校生

思
い

密
着
取
材
！

▷NHK 広島放送局が神楽甲子園

に出演する地元吉田高校の密着

取材をされていました

ありがとうございました

今年も地域貢献活動の一環として手伝いに来ていただきました

２

３ ４
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